
Jeffrey Andrew Barash 教授（Université de Picardie Jules Verne）講演会

集合的記憶と歴史的時間集合的記憶と歴史的時間
(Collective Memory and Historical Time)

主催：京都大学文学研究科宗教学研究室

司会・通訳：杉村靖彦（京都大学）

　この度、新カント派からハイデガー、アーレントまでを通覧する二十世紀の歴史哲学の研究、および

リクール哲学の批判的受容を通して展開する記憶・歴史論などで知られるジェフリー・A・バラーシュ氏

をお呼びし、講演会を開催することになりました。まもなく刊行予定の氏の最新作 Collective Memory 

and Historical Past の主要な論点を、その刊行に先立ってお話いただける予定です。

　リクールのシカゴ大学時代の弟子であり、アメリカ出身でありながら長らくフランスの大学で教育・

研究を続けてきたバラーシュ氏は、20世紀ドイツ思想における歴史哲学の系譜に関する優れた専門家で

もあります。米・仏・独をまたいで氏が長年行ってきた研究は、「集合的記憶」という近年さまざまな

意味で注目される概念を一つの軸として総合の時を迎えようとしています。このテーマに関心をもつ

方々に一人でも多くご来場いただき、講演者を囲んで充実した議論ができればと考えています。

　なお、講演は英語原稿を配布し、司会者が随時内容を要約していきます。質疑応答は、英語またはフ

ランス語で行いますが、司会者が全て通訳いたします。

フランスのピカルディ・ジュール・ヴェルヌ大学教授。パリ第4大学でDEA、シカゴ大学でPh.D.を取得後、フンボルト財団のフェ
ロー等としてドイツで研究を続けた後、1995年より現職。著書として、Martin Heidegger and the Problem of Historical Meaning, 
“Phaenomenologica” 102, Dordrecht, Kluwer Academic Publishers, 1988 (Preface by Paul Ricoeur),、Heidegger et son siècle. 
Temps de l’Être, temps de l’histoire, Paris, PUF, 1995、Politiques de l’histoire. L’historicisme comme promesse et comme 
mythe, Paris, PUF, 2004. などがある。

連絡先：杉村靖彦（ysugimura@bun.kyoto-u.ac.jp / 075-753-2450）
 （登録などは不要です。どなたでもご自由にご参加下さい。）

ジェフリー・A・バラーシュ (Jeffrey Andrew Barash ) 氏略歴

2014年11月26日㊌　15時～17時
京都大学楽友会館二階講演室　

日時

場所


